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　８月 15 日、小野新町小学校校庭でおのまち夏まつりが行われました。　８月 15 日、小野新町小学校校庭でおのまち夏まつりが行われました。
イベントの中で小野町ご当地ヒーロー「こまちレンジャー」が会場を盛イベントの中で小野町ご当地ヒーロー「こまちレンジャー」が会場を盛
り上げました（関連ページＰ２・３）り上げました（関連ページＰ２・３）
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お
の
ま
ち
夏
ま
つ
り
が
８
月

15
日
、
小
野
新
町
小
学
校
校
庭

に
て
開
催
さ
れ
、
町
内
外
か
ら

約
８
，
０
０
０
人
が
来
場
し
ま

し
た
。

　

小
野
中
学
校
吹
奏
楽
部
や
小

町
夢
太
鼓
に
よ
る
元
気
あ
ふ
れ

る
演
奏
、
美
し
い
フ
ラ
ダ
ン
ス

シ
ョ
ー
、
も
の
ま
ね
シ
ョ
ー
が
行

わ
れ
、
会
場
は
熱
気
に
包
ま
れ

ま
し
た
。
ま
た
子
ど
も
た
ち
に

人
気
の「
こ
ま
ち
レ
ン
ジ
ャ
ー
」

も
登
場
し
、
会
場
を
盛
り
上
げ

て
い
ま
し
た
。

　

夏
ま
つ
り
恒
例
の「
た
か
む
ら

踊
り
」で
は
、
と
な
り
の
ト
ト
ロ

の
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
テ
ー
マ
曲「
さ

ん
ぽ
」や
、
た
か
む
ら
音
頭
保
存

会
の
皆
さ
ん
の
太
鼓
に
合
わ
せ
、

色
と
り
ど
り
の
浴
衣
や
法
被
を

身
に
ま
と
っ
た
踊
り
手
の
皆
さ

ん
が
、
幾
重
も
の
大
き
な
輪
を

作
っ
て
い
ま
し
た
。

　

夏
ま
つ
り
の
最
後
に
は
約

６
０
０
発
の
花
火
が
大
空
一
面

に
打
ち
上
げ
ら
れ
、
来
場
者
を

魅
了
し
ま
し
た
。

たかむら音頭を演奏する皆さん

絵ねぶたの展示 チャレンジゴール

小野中学校吹奏楽部

お
の
ま
ち
夏
ま
つ
り
開
催
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パワフル聖子さん

フラダンスチーム ”フラ ”

たかむら踊りを楽しむ皆さん

小町夢太鼓

こまちレンジャーショー
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今
年
で
21
回
目
を
数
え
る

「
サ
マ
ー
キ
ャ
ン
プ
中
学
生
の

翼
」事
業
は
、
中
学
２
年
生
15

人
が
参
加
し
て
12
日
間
の
日
程

で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

７
月
29
日
の
朝
、
小
野
町
を

出
発
し
成
田
空
港
か
ら
ア
メ
リ

カ
合
衆
国
ニ
ュ
ー
ア
ー
ク
空
港

ま
で
13
時
間
の
搭
乗
を
経
て
グ

レ
ン
ロ
ッ
ク
町
へ
到
着
。
グ

レ
ン
ロ
ッ
ク
の
ヴ
ァ
ン
カ
レ
ン

町
長
を
は
じ
め
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ

リ
ー
の
皆
さ
ん
が
温
か
く
出
迎

え
て
く
れ
ま
し
た
。
歓
迎
会
で

は
、
吉
田
団
長
が
大
和
田
町
長

の
感
謝
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
伝
え

ま
し
た
。
歓
迎
会
が
終
わ
る
と

団
員
た
ち
は
そ
の
日
か
ら
ホ
ー

ム
ス
テ
イ
に
入
り
ま
し
た
。

　

翌
日
か
ら
は
町
内
の
図
書

館
、
消
防
署
、
警
察
署
、
役
場

な
ど
を
見
学
し
ま
し
た
。
ま
た

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
市
内
研
修
で
は

自
由
の
女
神
像
や
エ
ン
パ
イ
ア

ス
テ
イ
ト
ビ
ル
な
ど
ア
メ
リ
カ

を
代
表
す
る
場
所
を
見
学
し
た

り
、
本
場
の
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル

「
ラ
イ
オ
ン
キ
ン
グ
」を
鑑
賞
し

た
り
、
団
員
た
ち
は
ア
メ
リ
カ

と
い
う
国
の
ス
ケ
ー
ル
の
大
き

さ
と
文
化
を
満
喫
し
て
い
ま
し

た
。

　

後
半
の
キ
ャ
ン
プ
で
は
、

キ
ャ
ビ
ン
と
い
わ
れ
る
宿
泊
棟

に
現
地
の
子
ど
も
た
ち
と
一
緒

に
宿
泊
し
、
カ
ヌ
ー
で
の
川
下

り
、
タ
ワ
ー（
壁
登
り
）、
ア
ー

チ
ェ
リ
ー
、
マ
ウ
ン
テ
ン
バ

イ
ク
、
乗
馬
、
水
上
ス
キ
ー
、

ゴ
ー
カ
ー
ト
、
折
り
紙
な
ど
の

工
作
、
ト
ラ
ピ
ー
ス（
空
中
ブ

ラ
ン
コ
）、
レ
ー
ザ
ー
タ
グ（
サ

バ
イ
バ
ル
ゲ
ー
ム
）な
ど
、
さ

ま
ざ
ま
な
活
動
を
体
験
し
ま
し

た
。

　

団
員
た
ち
は
、
日
本
と
ア
メ

リ
カ
の
文
化
の
違
い
を
実
際
に

体
験
し
、
ア
メ
リ
カ
人
の
心
の

広
さ
や
温
か
さ
、
優
し
さ
に
感

激
し
な
が
ら
８
月
９
日
全
員
元

気
に
帰
町
し
ま
し
た
。

　

団
長
お
よ
び
団
員
に
よ
る
研

修
報
告
を
掲
載
し
ま
す
。

平
成
25
年
度

第第
2121
回
サ
マ
ー
キ
ャ
ン
プ
中
学
生
の
翼　

帰
国
報
告

回
サ
マ
ー
キ
ャ
ン
プ
中
学
生
の
翼　

帰
国
報
告

素
晴
ら
し
い
思
い
出
を
胸
に



　平成25年度第21回「サマーキャンプ中学生の翼」は15人の中学２年生（女子11
人・男子４人）、引率者３人により、アメリカ合衆国での12日間の研修を終え、
団員は大きな成果を胸に８月９日に無事帰国いたしました。
　自分の目でアメリカの文化を学びたい、ホームスティ先で英語力を試し、向
上させたい、日本の良さを伝えたいなど、多くの目標を掲げて応募してくれた
団員。その旺盛なチャレンジ精神をアメリカで十二分に発揮し、日を追うごと
に生き生きと活動してくれた姿が何より印象に残りました。
　研修前半の日程を終え、ホストファミリーとの別れの場では、ともに涙が溢
れ、何時の日かの再会を約束しておりました。多少言葉が通じなくとも、団員
の積極性と必死の思い、ホストファミリーの優しさから、感謝や喜びの気持ち
が互いに伝わり、短期間のホームステイにもかかわらず、心が通いあったことを実感いたしました。団員にとって

も貴重な体験であり、感動であったと思います。グレンロック町の人々との交流の
積み重ねによる深い絆を肌で感じた瞬間でもありました。
　研修後半のキャンプ場でも、さまざまなプログラム（カヌー、水上スキー、空中ブ
ランコ、乗馬、壁登り、アーチェリーなど）に対し、研修最終日まで余力が残ってい
るか心配なくらい、積極的に全力投球してくれた団員の姿がありました。
　今回の研修での多くの体験・交流が団員の将来に大きく役立つことを確信し、わ
れわれ引率者も非常に爽やかな気持ちで帰国することができました。
　事前に決めたルールをしっかり守り、どんなことにも積極的に取り組んでくれた
15人の団員を誇りに思うとともに、さまざまな面で今回の研修をサポートしていた
だきました全ての関係者の皆様に感謝申し上げ、帰国の報告といたします。

小野中学校２年　　赤坂　菜摘

　私は「積極的に英語で話し日
本との文化の違いを体験する」
という目標を立ててこの研修
に臨みました。一番印象に残っ
たのは、食文化です。アメリカ
の食事は日本に比べてとても
量が多く、また朝からポテトや

チキンなどの油ものが中心で驚きました。お菓子や
ジュースなども、日本に比べて甘かったです。
　グレンロック町やキャンプ場の皆さんなど、どこ
でも私たちを温かく受け入れてくださいました。ア
メリカの子どもたちはとても積極的で、見習うべき
点が多かったです。私たちを温かく迎えてくれたグ
レンロックの皆さんに
は心から感謝していま
す。私の一生の思い出
です。

小野中学校２年　　吉田　龍弥

　僕の今回の研修目標
は、英語力の向上と自
分の人見知りを克服す
ることでした。アメリ
カでは積極的に自分か
ら話しかけることを心がけ、どんな活動でも自分
から率先して行動することができたと思います。
また研修ではグレンロック町内だけでなく大都市
ニューヨークなどにも行って、世界の広さを実感
することができました。日本の中の小野町という
小さな地域にいるだけでは何も見えないというこ
とも分かりました。
　将来のためにも、いろいろなことに取り組み、

知らない世界を知る
ことで自分の能力を
伸ばそうという新た
な目標を見つけまし
た。とても意義のあ
る研修でした。

団長（教育課長）　　吉田　浩祥

右上/グレンロック議場で（中央）　
左下/送別会でホストファミリーと（左）

左上/キャンプ場でランチ（左）　
右下/ホストファミリーと（左から２番目）

右上/グレンロック町長と　左下/スティーブンと引率者

ONOMACHI　Sep_20135
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小野中学校２年　　岡田　咲季

　私の研修目標は、積極的に
英語でコミュニケーションを
取ることでした。でも英語が
得意ではない私の言葉が通じ
るのか、ジェスチャーを交え
て相手に気持ちを伝えられる
のか不安でいっぱいでした。
　しかし、いざアメリカに行くと、皆さんがとても
優しくていっぺんに不安がなくなりました。ホスト
ファミリーとも、思ったより会話ができるようにな
りました。ボイル家の女の子たちと夜遅くまで一緒
にウノで遊んだりブレスレット作りをしたことは、
私の一生の思い出です。
　たとえ言葉が分からなくても、アメリカの友だち

と楽しく過ごせること
が分かりました。言葉
という壁を越えること
ができて良かったと思
います。

　

小野中学校２年　　岩塚　茜菜

　今回の研修に参加するに
あたって私が決めた目標は
「一つ一つの体験を大切に
し、楽しむ」ということが
ありました。

　初めてのアメリカではさまざまな体験をしまし
たが、お互いの国の良さを学ぶことができてとて
も充実した12日間でした。最も感動したのはライ
オンキングのミュージカルです。全て英語でした
が、大きな世界観や音楽の素晴らしさに感動しま
した。言葉だけでは伝わらないこともあるのだと
感じました。もっと英語を勉強し、またいつか必
ずライオンキングを見に行こうと思います。
　ホストファミリー、グレンロック町、キャンプ
場のたくさんの皆さ
んに感謝し、研修で
学んだことをこれか
らの人生につなげて
いきたいです。

左上/水上スキーに挑戦　
右下/クリスティン先生と記念撮影（左）

小野中学校２年　　平川　千紗

　私にとってサマーキャンプは
とても充実した12日間でした。
　私が一番心配していた英語
は、緊張してなかなか話せませ
んでしたが、勉強していた英語
が通じてうれしかったです。そ
してホストファミリーと行った
アイスクリーム屋さんのアイスの量がとても多く
て、さすがはアメリカだなあと思いました。夜は陽
が落ちるのが９時ぐらいで、その時間に家族で出掛
けるのも驚きました。
　キャンプでは初めて水上スキーに挑戦しました。
見てる時は怖かったのですが、やってみるとスピー

ド感があって楽しかったで
す。
　私は、自分でアメリカを体
験することができて本当に良
かったと思います。

小野中学校２年　　籠田　未智

　私が研修で目標にし
たことは、アメリカの文
化、生の英語を学ぶこと
です。文化については、
食事やあいさつ、生活ス
タイルなど日本との違

いをたくさん知ることができました。特にアメリ
カの食事は量が多くて味付けも濃く、野菜もたく
さん出されました。英語は、最初は自分から話し
かけることができませんでした。しかし、ホスト
ファミリーの方が優しく話かけてくれたので、ジェ
スチャーを交えながらコミュ
ニケーションをとることがで
きるようになりました。
　これからの中学生活で、サ
マーキャンプでの失敗も成果
も生かせるようにしたいです。

左上/乗馬体験　
右下/自由の女神の前で（前列左）

右上/これから乗馬です！　
左下/ホストファミリーと（左）

右上/カヌーに挑戦　
左下/ホストファミリーと（前列左から２番目）
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小野中学校２年　　会田　寿恵

　私は、ホームステイで感動
したことがあります。それ
は、外国人の優しさです。そ
の優しさは世界共通だと思い
ました。
　それは、私が初めてホーム
ステイ先に行った時です。私は緊張のためか鼻血
を出してしまいました。「なんとかしなくちゃ。
止まらなくなったらどうしよう」と思って困って
いたら、ホストマザーが助けてくれました。それ
は、自分の母親のような優しさでした。そのとき
私は外国人の優しさに触れました。
　その一瞬で今までの不安がふき飛び、ホームス

テイが楽しくなりまし
た。今回の研修に参加
して本当に良かったで
す。またアメリカに行
きたいと思います。

小野中学校２年　　松本真梨亜

　私はこのサマーキャンプを
きっかけに、アメリカのさまざ
まなことを知ることができまし
た。
　グレンロックは自然がとて
も豊かで素晴らしいところ
です。そしてアメリカの子どもたちはとても積極
的に話し掛けてくれました。町の皆さんやホスト
ファミリーの皆さんがとても優しくしてくれてう
れしかったです。キャンプ場では乗馬やハイロー
プなど、日本ではできない貴重な体験をしました。
　今回の研修で英語に興味を持ち、前より少し話
せるようになったので、ALTの先生と積極的に話

してみたいです。
　アメリカで学ん
だことを、これか
らの生活に生かし
ていきたいと思い
ます。

右上/ハイロープに挑戦！　
左下/ホストファミリーと（右から３番目）

右上/タワーを登りＶサイン
左下/歓迎会でホストファミリーと（中央）

小野中学校２年　　西牧　風花

　私は今回の研修で、たくさん
のことを学びました。まず私が
驚いたのは文化の違いでした。
くつを脱がずに家で過ごしたり、
食事も生活のルールも日本とは
違いました。
　ホームステイでもキャンプス

テイでも共通して感じたことは、アメリカの皆さ
んの優しさと温かさでした。私は英語があまり得
意ではありません。しかし、私が分かるようにゆっ
くりと話しかけてくれたり、簡単な英語を使った
りしてくださって、英語でのちょっとした会話も
楽しくなりました。
　私も、これからは周
囲の人に優しく温かい
態度で接したいと思い
ました。

小野中学校２年　　吉田　輔

　今回のサマーキャ
ンプの研修で、僕は
思いやりと優しさ
を学びました。ホス
トファミリーの方と
ボーリング場や博物

館へ行ったり、家の庭でフリスビーをして遊びま
した。また、分からない英語を日本語に訳しても
らうなど、とても優しくしていただき、おかげで
楽しいホームステイになりました。
　後半のキャンプでは、自分の分かる日本語で一
生懸命話し掛けてくれるアメリカ人がいたり、皆
さんがとても優しく接してくれたので、不安にな
ることもなく活動することができました。
　これから僕は、この経
験を生かして、家族や友
達に優しく接していきた
いと思います。

左上/ホストファミリーと（右）
右下/乗馬体験

左上/乗馬体験
右下/エンパイアステイトビルで（左から２番目）
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浮金中学校２年　　生天目莉空

　僕が今回のサマーキャンプで最
も心配していたのは言葉の壁で
す。「英語をうまく話せなかった
らどうしよう、間違ったらどうし
よう」と、そんなことばかり考え
ていました。確かにうまく話せた
わけではないし、間違わなかったわけではありませ
ん。でも、気づくと友だちがたくさんできていまし
た。それは、自分から積極的に話しかけたからだと
思います。
　最初は、間違うことを恐れて控えめでした。しか
し、そのうちにそんなことを忘れて無我夢中で楽し
んでいるうちに、自分から話しかけることが多くな
りました。そして、徐々にアメリカの友だちといる
時間が楽しくて仕方がないくらいになりました。だ
から、これからもどんな相手に対しても、自分から

話し掛けられるようにし
たいです。
　僕にとっては、このサ
マーキャンプの全てが、
素晴らしい経験です。

小野中学校２年　　会田　裕雅

　アメリカは、とにかく楽しかった
です。前半のホームステイは、リバ
ティ家のお世話になりました。そ
の家の10歳のアレックスととても
仲良くなり、一緒に野球やサッカー
などをやりました。お父さんとお母
さんはとても料理が上手です。お
父さんはイタリアの方で、イタリ

ア料理がとても美味しかったです。
　後半のキャンプは、毎日が分刻みのハードスケ
ジュールでした。走る、泳ぐ、登るなど大変でしたが、
キャンプ場のさまざまな国籍の友達と過ごし、あっ
という間の楽しい時間
でした。
　また中学生の翼に参
加したいと思うほど、
とても充実した12日間
でした。

左上/タワーに挑戦！
右下/ニューヨーク市内を地下鉄で移動（中央）

右上/水上スキーを体験　
左下/ホストファミリーと（中央）

小野中学校２年　　宗像　千帆

　初めての海外。出発する前、
私は期待よりも不安の方が少
し大きかったです。
　アメリカに着いて空港を出
ると日本と異なった街の作り
に驚きをかくせませんでした。
グレンロックの皆さんが歓迎
会を開いてくださり、そこで初めてホストファミ
リーに会いました。家族全員が優しく、最高のホー
ムステイになりました。ホームステイ中は子どもた
ちといろいろな遊びをし、友情に言葉は関係ないの
だと改めて思いました。
　また今回のサマーキャンプで、生の英語を学ぶこ

とができました。この経
験をこれからの生活に生
かし、積極的に行動する
ことを心掛けていきたい
です。

右上/グレンロックの送別会で　
左下/ホストファミリーと（中央）

3

1



9 ONOMACHI　Sep_20139 ONOMACHI　Sep_2013

浮金中学校２年　　藤井万希子

　「積極的に！」これは私がアメリ
カにいる間、常に心がけていたこ
とです。その言葉通り、アメリカ
でしか体験できないことを、自ら
進んで行うことができました。
　特に私が思い出深いのは、グレ

ンロックでお世話になったパリシファミリーです。
一人での滞在なので不安でいっぱいでしたが、家族
全員にとても温かく迎え入れられ、不安が吹き飛び
ました。そして一緒に英語で話したり、遊んだり有
意義な楽しい時間を過ごしました。自分から積極的
に話し掛け、会話がはずんで自信がつきました。
　今回の研修で学んだ「積極的な行動」をこれからも
心がけ、自分を更に
成長させていきたい
です。

浮金中学校２年　　石井　野絵

　私は今回の研修で「世界の広
さ」を実感するとともに「人と人
とのつながりに国境は関係な
い」ということを学びました。
　初めての外国で、最初は積極
的に英語で話せなかった私に、
アメリカの皆さんは明るく優し
く接してくれました。一緒にいるといつの間にか
笑顔になり、何だかとても心が温かくなりました。
　私は、アメリカでたくさんの人々と出会いさま
ざまな経験をして、世界の広さを実感しました。
たとえ国や言葉が違っても人と人のつながりや温

かい心は変わりません。この
研修も、そんなつながりがずっ
とあったからできるのだと思
います。私もそんなつながり
を、大切に伝えていきたいで
す。アメリカでの何もかもが
良い思い出です。

右上/キャンプ場でサバイバルゲーム　
左下/ホストファミリーと（右）

左上/グレンロック警察署でパトカーに試乗　
右下/ホストファミリーと（左）

4

5

1 / 自由の女神の前で記念撮影
2 / 団員の名前の入ったＴシャツ
3 / 送別会でダンスを披露
4 / キャンプ場のスタッフと
5 / カヌーを体験



　小野町主催、小野町遺族会共催による小野町戦没者追悼式が、７
月25日に勤労青少年ホームで開催されました。式典には、戦没者の
遺族、議会議員、行政区長、民生委員など75人が参列しました。
　式典では参列者全員で国歌を斉唱し黙とうを行った後、大和田町
長が「恒久平和の実現と大震災からの復興に向け最大限の努力を続
け、町民が安心して心豊かに生活できる町づくりのため、全力を尽
くします」と式辞を述べました。続いて、来賓を代表して、村上昭正
議会議長、長久保喜伸小野町遺族会会長が追悼の言葉を述べ、参列
者一人一人が戦没者を偲び菊の花を献花しました。
　また遺族を代表して、村上貞夫さん（飯豊下）から、幼少期に戦争
で父親を失った体験や平和への思いについて、あいさつがありまし
た。

小野町戦没者追悼式
戦没者を偲び　恒久平和の誓いを新たに

　夏井川流域全体で活動する夏井川流域の会
（高橋宗彦会長）が８月１日、国土交通省から
平成25年度水資源功績者表彰を団体として受
賞しました。
　これは夏井川における健全な水循環の継承
を進めるため、流域活動計画策定や流域連携

活動の中心的な
役割を果たして
いることを評価
されてのことで
す。
　夏井川流域の
会の今後ますま
すのご活躍を紙
上よりご祈念申
し上げます。

夏井川流域の会
平成 25 年度水資源功績者表彰受賞

　このたび、次の方々より文化・体育振興基金
にご寄付をいただきました。
　紙上より厚く御礼申し上げます。
　　　　○小野町自衛隊父兄会　様
　小野町文化・体育振興基金は、町の文化と体
育の振興と充実をはかるために個人や団体から
の寄付により積み立てている基金です。
　この基金は、小・中・高校生の全国大会出場
時の激励金や表彰、町の社会体育団体や芸術文
化団体、スポーツ少年団への補助や活動費など
に、有効に活用させていただいています。

小野町文化・体育振興基金へ
　ご寄付ありがとうございました

小野町自衛隊父兄会の皆さん

上 /あいさつする代表者
左 /献花の様子

高橋会長（右）
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　８月22日に広島県で開催された第42回
全国消防救助技術大会において、郡山地
方広域消防組合消防本部が「ほふく救出」
において第１位になりました。
　「ほふく救出」とは、３人１組（要救助者
を含む）で、１人が空気呼吸器を着装して
長さ８メートルの煙道内を検索し、要救
助者を屋外に救出した後、２人で安全地
点まで搬送します。ビルや地下道などで
煙に巻かれた人を救出するための種目で
す。
　３人のうち、１番員の永瀬秀明さん（田
村消防署）と要救助者の木村昇平さん（三
春分署）が小野町出身の消防士です。
　今後もお二人がご活躍されることをご
期待します。

小野町出身の消防士が日本一に

　田村地区小学校音楽祭が８月28日、田村地区中学校音楽祭が８月29日、田村市文化センターで
開催され、小野町から、小野新町小学校（合唱、合奏）、夏井第一小学校（合奏）、浮金中学校（合唱）
小野中学校（合唱、合奏）が出場しました。
　各校とも、新年度早々から練習を開始し、夏休み期間中も、毎日練習に取り組み、本番でも、
日頃の練習の成果を十分発揮しました。
　小学校音楽祭合奏の部では、夏井第一小学校が、金賞を受賞し、県大会出場を決めました。
今後、出場する県大会においても、健闘をお祈りします。

　　小学校音楽祭結果

◎合唱の部
　金　賞　 小野新町小学校
◎合奏の部
　金　賞　夏井第一小学校
　　　　　（県大会出場）

　銀　賞　小野新町小学校

　　中学校音楽祭結果

◎合唱の部
　優良賞　浮金中学校
　優良賞　小野中学校
◎合奏の部
　優良賞　小野中学校

選手の皆さん（左から /永瀬さん、服部さん、木村さん）

競技の様子

夏井第一小学校
小学校音楽祭県大会出場決定

上 /夏井第一小学校の皆さん（合奏の部）
下 /小野新町小学校の皆さん（合唱の部）
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小野中学校　東北中学校体育大会出場

東 北 大 会

◎柔道（個人）
　90㎏級　鈴木謙太朗
　　トーナメント
　　２回戦　勝利
　　３回戦　惜敗　※５位入賞
　　（会場：青森県八戸市）

町長からの激励の様子

◎バレーボール（男子）
　　トーナメント
　　１回戦　
　　対見前南中（岩手県盛岡市）　
　　　　　　　 ０-２（惜敗）
　　（会場：岩手県一関市）　　　
　　　
　　　　
◎バレーボール（女子）
　　トーナメント
　　１回戦
　　対稲垣中（青森県つがる市）　
　　　　　　  ０-２（惜敗）
　　（会場：岩手県一関市）

　町では、平成25年度小野町中学生サマー・ショートプログラ
ム事業を、８月５日から９日まで、８月19日から23日までの10
日間に実施しました。
　この事業は、各中学校の協力を得て、中学３年生の希望者を
対象に、高校受験に向けた基礎学力の定着と学習習慣の育成を
目的としたものです。
　小野中学校を会場とし、それぞれの生徒が必要な教科の学習を進めたり、数学と英語の基礎学力

の定着に向けたプリント学習を進めながら、熱心に学習し
ていました。
　特に、大学生の先輩や浮金中学校、小野中学校の先生方が、
分からないところやつまずいているところを個別に指導し
た結果、生徒の理解も深まり、充実した学習が進められま
した。

サマー・ショートプログラム開催

先生に質問する生徒の皆さん

　平成25年度東北中学校体育大会（８月７日から９日の３日間開催）への出場を報告するため、小野中学校
バレーボール（男子・女子）チーム主将および柔道（個人）の鈴木選手が町長室を訪れました。選手たちは「東
北大会では、今までの練習の成果を発揮し、全国大会目指して、戦います」との意気込みを語りました。
　大和田町長から「福島県そして小野町の代表として出場するので、町をあげて応援しています。上位を
目指して、がんばってください」と励ましの言葉をかけられ、激励金が贈られました。
　東北大会では、柔道（個人）90㎏級に出場した鈴木選手が、５位に入賞しました。バレーボール（男子・
女子）は、健闘しましたが、惜しくも初戦敗退となりました。
　大会の結果は次のとおりです。（敬称略）

サマー・ショートプログラムの様子
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　第28回Ｂ＆Ｇスポーツ大会福
島県大会が、柳津町Ｂ＆Ｇ海洋
センターで、７月21日に開催さ
れました。
　大会では県内にＢ＆Ｇ施設の
ある市町のチームが参加し、水
泳の部、剣道の部で熱戦が繰り
広げられました。小野町からは、
剣道スポーツ少年団と水泳ス
ポーツ少年団が出場し、水泳総
合の部で第３位、剣道の部で第
４位でした。

第 28 回
Ｂ＆Ｇスポーツ大会福島県大会に参加

　平成25年度親子水泳教室が８月５日から９
日までの５日間、海洋センタープールで開催
されました。
　教室には、６組の親子13人が参加し、親の
部、子どもの部に分かれて、水泳の基礎を学
びました。
　最終日には成果発表を行い、練習の成果を
披露しました。
　今回の教室を通して、より一層水泳に親し
んでいただければと思います。

平成 25 年度親子水泳教室を開催

　平成25年度少年水泳教室が７月15日から19
日までの５日間、海洋センタープールで開催
されました。
　教室には町内の小学校から40人が参加し、
初級から上級まで各コースに分かれて、練習
に取り組みました。
　最終日には発表会を実施し、練習の成果を
披露するとともに、５日間休まず練習に参加
した児童には、修了証が手渡されました。

平成 25 年度少年水泳教室を開催

小野町チームの皆さん
上 /水泳スポーツ少年団
右 /剣道スポーツ少年団

少年水泳教室の様子

親子水泳教室の様子
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　平成24年産米では、農家の皆さんのご理解とご協力により、放射性物質の吸着抑制対策の徹底
をするとともに、町内で生産されました米をはじめ、福島県で生産された全ての米を対象に放射
性物質の「全量全袋検査」を実施しました。
　これらの取り組みにより、町内で生産されました米については、放射性セシウム濃度が国の基
準値を超過した米はありませんでした。
    平成25年産についても、消費者への信頼向上と安全・安心の確保のため、全量全袋検査を継続
して実施していきますので、農家の皆さんにはお手数かけますがよろしくお願いします。

問福島県農林水産部水田畑作課　☎ 024-521-7360

問福島県県中農林事務所田村農業普及所　☎ 62-3113

問農林振興課　☎ 72-6935

問たむら農業協同組合本店　☎ 82-6172

平成 25 年産米の全量全袋検査について
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■基準値を超えたものの内訳

月 検体数 検体名 測定結果
（Bq/kg)

7 0 ― ―

■基準値未満または検出限界値以下のもの
月 検体数 検体名

7

22 水道水

12 井戸水、引き水

5 一般食品など
※食品以外の検体については、結果に含まれ
　ていません。

■基準値を超えたものの内訳

月 検体数 検体名 測定結果
（Bq/kg)

7 0 ― ―

■基準値未満または検出限界値以下のもの
月 検体数 検体名

7 43

かぼちゃ、きゅうり、スイカ、
サヤインゲン、シソ、トマト、
とうもろこし、ナス、ミョウガ、
玉ねぎ、バレイショ、らっきょ
う、たけのこ、シイタケ、桑の実、
梅、ドジョウ

　町で実施している簡易検査およびゲルマ
ニウム半導体放射能測定器による検査結果
をお知らせします。

食品等の放射能測定結果

ゲルマニウム半導体放射能測定器
による測定結果

簡易測定器による測定結果
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危
機
感
・
切
迫
感
を
伝

え
る
た
め
発
表
す
る
も
の
で
す
。

　

特
別
警
報
の
発
表
を
知
っ
た

 

小
野
町
新
規
高
卒
者

 

雇
用
促
進
奨
励
金

交
付
申
請
の
期
限
は
９
月
30
日
で
す

　

９
月
１
日
ま
で
に
小
野
町
の
新

規
高
卒
者
を
雇
用
し
た
企
業
は
小

野
町
新
規
高
卒
者
雇
用
促
進
奨
励

金
の
交
付
対
象
と
な
り
ま
す
。
交

付
申
請
の
期
限
は
９
月
30
日
と

な
っ
て
い
ま
す
の
で
、
交
付
の
条

件
な
ど
を
確
認
の
上
、
企
画
商
工

課
ま
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

■
事
業
内
容

　

９
月
１
日
ま
で
に
小
野
町
の
新

規
高
卒
者
を
雇
用
す
る
町
内
企
業

に
対
し
て
、
雇
用
１
人
あ
た
り
30
万

円
を
奨
励
金
と
し
て
交
付
し
ま
す
。

※
本
事
業
に
お
け
る「
新
規
高
卒

者
」と
は
、
平
成
25
年
３
月
に
高

校
を
卒
業
し
た
方
の
う
ち
、
①
、

②
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
方

の
こ
と
を
い
い
ま
す
。

①
県
立
小
野
高
校
の
卒
業
生

②
①
以
外
の
者
で
、高
校
卒
業
後
、

　

小
野
町
に
住
ん
で
働
く
方

■
交
付
の
条
件
な
ど

・
小
野
町
内
に
本
社
ま
た
は
事
業

　

所
、
工
場
な
ど
を
有
す
る
企
業

　

な
ど
で
あ
る
こ
と
。

・
新
規
高
卒
者
を
対
象
と
し
た
求

　

人
を
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
ま
た
は
高

　

校
に
提
出
し
、
そ
の
求
人
に
基

　

づ
い
て
正
規
雇
用（
期
間
の
定

　

め
の
な
い
労
働
契
約
に
よ
り
雇

　

い
入
れ
る
こ
と
。）す
る
こ
と
。

・
新
規
高
卒
者
を
正
規
雇
用
し
た

　

日
の
前
後
６
カ
月
に
お
い
て
、

　

事
業
主
都
合
に
よ
る
離
職
者
が

　

い
な
い
こ
と
。

・
正
規
雇
用
し
た
新
規
高
卒
者

が
、
雇
用
契
約
日
の
翌
年
３
月

１
日
の
時
点
で
６
カ
月
以
上
継

続
し
て
働
い
て
い
る
こ
と
。

　

よ
り
詳
し
い
情
報
や
交
付
申
請
時

に
使
用
す
る
様
式
な
ど
を
町
公
式

ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
に
掲
載
し
て
い
ま
す

の
で
、
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
企
画
商
工
課

☎
７
２

６
９
３
９

ら
、
た
だ
ち
に
命
を
守
る
た
め
の

行
動
を
と
っ
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
特
別
警
報
が
発
表
さ
れ
る

ま
で
安
全
と
い
う
わ
け
で
は
決
し

て
あ
り
ま
せ
ん
。
警
報
が
発
表
さ

れ
た
段
階
で
こ
れ
ま
で
通
り
十
分

な
警
戒
が
必
要
で
す
。

　

詳
し
く
は
、
気
象
庁
ウ
ェ
ブ
サ
イ

ト
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

　
http://w

w
w
.jm
a.go.jp/jm

a/
kishou/know

/tokubetsu-keiho/
index.htm

l

問
気
象
庁
福
島
地
方
気
象
台 

　

防
災
業
務
課

☎
０
２
４

５
３
４

０
３
２
１

■納め忘れのないように、ご確認ください。
■納期内納入にご協力をお願いします。

町税等納期のご案内

納期限　9月   30 日㊊
国 民 健 康 保 険 税（３期）
介 護 保 険 料（３期）
後 期 高 齢 者 医 療 保 険 料（２期）
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上
水
道
加
入
の
皆
さ
ん
へ

　

７
月
に
実
施
し
た
水
道
水
の
水

質
検
査
の
結
果
は
、
次
の
と
お
り

で
す
。

問
地
域
整
備
課

☎
７
２

６
９
３
６

 

消
防
か
ら
の
お
知
ら
せ

救
命
講
習
を
受
け
て
み
ま
せ
ん
か

　

突
然
の
事
故
や
病
気
の
と
き
、

そ
の
場
に
居
合
わ
せ
た
人
が
い
か

に
早
く
応
急
手
当
を
行
う
か
が
、

命
を
救
う
重
要
な
ポ
イ
ン
ト
で

す
。

　

消
防
署
で
は
、
心
肺
蘇
生
法
や

Ａ
Ｅ
Ｄ
の
使
い
方
な
ど
の
救
命
講

習
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

大
切
な
人
や
家
族
の
命
を
守
る

た
め
、
救
命
講
習
を
受
講
し
て
知

識
と
技
術
を
身
に
つ
け
ま
し
ょ

う
。

　

開
催
日
時
に
つ
い
て
は
、
郡
山

広
域
消
防
組
合
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

を
ご
覧
に
な
る
か
、
消
防
署
へ
問

い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
受
講
を
希
望
さ
れ
る
方

は
、
事
前
に
申
し
込
み
が
必
要
に

な
り
ま
す
。

問
田
村
消
防
署
救
急
係

☎
０
２
４
７

８
２

１
２
０
０

問
町
民
生
活
課

☎
７
２

６
９
３
３

 

秋
の
全
国
交
通
安
全

 

運
動
が
実
施
さ
れ
ま
す

「
子
ど
も
と
高
齢
者
の
交
通
事
故
防
止
」

　

平
成
25
年
秋
の
全
国
交
通
安
全
運

動
が
９
月
21
日
か
ら
30
日
ま
で
の
10

日
間
の
日
程
で
実
施
さ
れ
ま
す
。

　

少
子
化
が
進
む
中
、
次
代
を
担

う
子
ど
も
の
か
け
が
え
の
な
い
命

を
社
会
全
体
で
守
る
こ
と
は
重
要

で
す
。
し
か
し
、
通
学
中
の
児
童

が
死
傷
す
る
事
故
が
発
生
す
る
な

ど
、
依
然
と
し
て
道
路
に
お
い
て

子
ど
も
が
危
険
に
さ
ら
さ
れ
て
い

ま
す
。
ま
た
高
齢
者
の
交
通
事
故

死
者
数
が
全
体
の
約
半
数
を
占

め
、
そ
の
減
少
が
強
く
求
め
ら
れ

て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
情
勢
を
踏
ま
え
、
秋

の
全
国
交
通
安
全
運
動
で
は
、
交

通
安
全
思
想
の
普
及
・
浸
透
を
図

り
、
交
通
ル
ー
ル
の
遵
守
と
正
し
い

交
通
マ
ナ
ー
の
実
践
を
習
慣
付
け
、

交
通
事
故
防
止
の
徹
底
を
図
る
こ

と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　

子
ど
も
と
高
齢
者
を
守
る
た
め
、

交
通
安
全
に
ご
協
力
願
い
ま
す
。

問
町
民
生
活
課

☎
７
２

６
９
３
３

 

―
行
政
相
談
週
間
―

 

行
政
相
談
委
員
に
よ
る  

相
談
所
開
設

　

10
月
21
日
㊊
か
ら
27
日
㊐
ま
で

の
１
週
間
は「
行
政
相
談
週
間
」で

す
。

　

行
政
相
談
は
、
役
所（
国
、
県

お
よ
び
市
町
村
）や
特
殊
法
人
等

の
仕
事
に
関
し
て
、
苦
情
や
困
っ

て
い
る
こ
と
、
心
配
な
こ
と
、
分

か
ら
な
い
こ
と
、
要
望
し
た
い
こ

と
な
ど
に
つ
い
て
相
談
に
応
じ
、

そ
の
解
決
を
お
手
伝
い
す
る
も
の

で
す
。　
　
　

　

行
政
相
談
委
員
は
、
い
つ
で
も

自
宅
で
相
談
に
応
じ
ま
す
の
で
、

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
次
に
よ
り
行
政
相
談
所
を

開
設
し
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
こ
の
機

会
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

【
行
政
相
談
会
】

■
日
時

　

10
月
24
日
㊍

　

午
前
10
時
か
ら
午
後
３
時
ま
で

■
場
所

　

役
場
第
３
会
議
室

■
行
政
相
談
員

　

過
足
義
夫
さ
ん（
浮
金
字
宇
東

　

50
番
地　

☎
７
３

２
５
１
５
）

試験項目 水質基準 試験結果

一般細菌 100CFU/ml以下 0　CFU/ml

大腸菌 検出されないこと 検出せず

塩化物イオン 200mg/l以下 10.7　mg/l

有機物（TOC） 3mg/l以下 0.9　mg/l

PH値 5.8～8.6 7.2

味 異常でないこと 異常なし

臭気 異常でないこと  異常なし

色度 5度以下 <   　1  度

濁度 2度以下 <　0.1  度

法務局からのお知らせ
登記相談にはフリーダイヤルをご利用ください

0120-227-746
　法務局では、被災された皆さんから、不動産や会社など
の登記に関する相談をお受けするフリーダイヤルを設置し
ています。
　お気軽にご相談ください。

○相続に関する登記手続きは、どうすればいいの？
○被災建物の代替建物を取得した際の登記は、どう
　なるの？
○会社役員変更の登記手続きはどうすればいいの？
○土地や建物の権利証を紛失してしまったけど？
○会社の印鑑や印鑑カードを紛失した場合は？

問福島地方法務局総務課　
☎０２４-５３４-１９４１
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地
域
の「
が
ん
ば
り
」

 

応
援
し
ま
す
！

　

小
野
町
地
域
の
が
ん
ば
り
応
援

事
業
補
助
金
は
、
地
域
の
特
性
を

生
か
し
た
魅
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り

を
推
進
す
る
た
め
、
地
域
の
活
性

化
や
地
域
の
課
題
解
決
な
ど
を
目

指
し
、
自
主
的
か
つ
自
立
的
に
活

動
す
る
住
民
活
動
団
体
に
交
付

し
、
ま
ち
づ
く
り
活
動
を
支
援
す

る
も
の
で
す
。

　

皆
さ
ん
の「
が
ん
ば
り
」を
ま
ち

づ
く
り
に
生
か
し
て
み
ま
せ
ん

か
。

■
補
助
対
象
事
業

　

町
内
で
実
施
さ
れ
る
新
た
な
ま

ち
づ
く
り
事
業（
た
だ
し
こ
れ
ま

で
実
施
し
て
き
た
事
業
で
あ
っ
て

も
、
事
業
を
発
展
さ
せ
て
拡
充
す

る
も
の
は
、
対
象
と
な
り
ま
す
）

暖
化
防
止
活
動
推
進
員
」を
養
成

す
る
研
修
会
を
次
の
と
お
り
開
催

し
ま
す
。

■
対
象

　

地
球
温
暖
化
防
止
活
動
に
関
心

が
あ
る
方
、
地
球
温
暖
化
防
止
活

動
推
進
員
の
委
嘱
を
受
け
た
い
方

■
日
時
お
よ
び
場
所

・
第
１
回

　

11
月
１
日
㊎

　

午
前
11
時
か
ら
午
後
４
時
ま
で

　

郡
山
市　

総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

・
第
２
回

　

11
月
２
日
㊏

　

午
前
11
時
か
ら
午
後
４
時
ま
で

　

福
島
市　

杉
妻
会
館

■
研
修
概
要

　

地
球
温
暖
化
の
現
状
と
対
策
、

地
球
温
暖
化
防
止
推
進
員
の
活
動

事
例
な
ど

■
申
し
込
み
締
め
切
り

　

10
月
21
日
㊊

　

郵
便
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
・
Ｅ
メ
ー
ル
で

　

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

■
受
講
料

　

無
料

■
定
員　

　

各
回
50
人（
先
着
順
）

■
申
し
込
み

　

問
い
合
わ
せ
先
ま
で
お
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。

問
福
島
県
環
境
共
生
課

〒
９
６
０

８
６
７
０

　

福
島
市
杉
妻
町
２
番
16
号

☎
０
２
４

５
２
１

７
２
４
８

Ｆ
Ａ
Ｘ
０
２
４

５
２
１

７
９
２
７

Ｅ
メ
ー
ル

　

kyousei@
pref.fukushim

a.

　

lg.jp

※「
ま
ち
づ
く
り
活
動
」と
は
、
地

域
の
活
性
化
や
地
域
の
課
題
解

決
な
ど
を
目
指
し
住
民
の
利
益

の
増
進
に
貢
献
す
る
こ
と
を
目

的
と
す
る
も
の
で
す
。

■
補
助
金
の
上
限
額

　

５
５
，
０
０
０
円

　

詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

問
企
画
商
工
課

☎
７
２

６
９
３
９

 

う
つ
く
し
ま

 

地
球
温
暖
化
防
止

 

活
動
推
進
員
研
修
会

　

福
島
県
で
は
、
地
球
温
暖
化
の

現
状
や
影
響
、
対
策
な
ど
に
つ
い

て
学
習
し
、
地
域
の
人
た
ち
と
一

緒
に
理
解
を
深
め
る
活
動
を
積
極

的
に
行
う「
う
つ
く
し
ま
地
球
温

森林（立木）を
伐採するときには
届け出が必要です

　市町村森林整備計画の対象と
なっている森林（小野町全域）の
立木を伐採するときは、面積に
かかわらず、30日から90日前に
「伐採及び伐採後の造林の届出
書」を市町村に提出することが
義務付けられています。
　また伐採した森林において１
ヘクタールを超えた開発（土や
石を掘り起こしたり、林地以外
に転用するなど土地の形質を変
える開発行為）をする場合、林
地開発許可制度に基づき、知事
の許可が必要となります。
　詳しくは、お問い合わせくだ
さい。

問農林振興課
☎72-6935
問県中農林事務所林業課
☎024-935-1370
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説
明
会
の
お
知
ら
せ

 

住
ま
い
の
復
興
給
付
金

　

平
成
26
年
４
月
１
日
か
ら
予
定

さ
れ
て
い
る
段
階
的
な
消
費
税
率

の
引
上
げ
に
伴
い
、
被
災
者
の
住

宅
再
取
得
や
被
災
し
た
住
宅
の
補

修
に
か
か
る
費
用
負
担
を
軽
減
す

る「
住
ま
い
の
復
興
給
付
金
」制
度

が
実
施
さ
れ
る
予
定
で
す
。

　

こ
れ
は
、
東
日
本
大
震
災
に
よ

り
被
害
が
生
じ
た
住
宅
（
被
災
住

宅
）
の
所
有
者
が
、
引
き
上
げ
後

の
消
費
税
率
が
適
用
さ
れ
る
期
間

に
家
を
新
築
・
購
入
す
る
場
合
や
、

被
災
住
宅
を
補
修
す
る
場
合
に
給

付
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
制
度

で
す
。

　

次
の
日
程
で
説
明
会
が
行
わ
れ

ま
す
の
で
、
利
用
を
検
討
さ
れ
る

方
は
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

【
集
合
検
査
】

■
検
査
方
法　

　

指
定
さ
れ
た
期
日
・
場
所
で
実

施
し
ま
す
。

■
日
時

　

９
月
26
日
㊍

　

午
後
１
時
30
分
か
ら
午
後
３
時

　

30
分
ま
で

■
場
所　

　

多
目
的
研
修
集
会
施
設

■
手
数
料　

　

県
手
数
料
条
例
に
よ
る
手
数
料 

を
検
査
会
場
で
現
金
で
納
入
し
て

く
だ
さ
い
。

【
所
在
場
所
検
査
】

■
検
査
方
法

　

集
合
場
所
検
査
へ
の
は
か
り
の

持
ち
込
み
が
困
難
な
場
合
な
ど

に
、
そ
の
は
か
り
の
所
在
場
所
で

行
う
検
査
で
す
。

※
前
回
受
検
さ
れ
た
事
業
所
は
個

　

別
に
通
知
し
ま
す
。
新
し
く
は

　

か
り
を
購
入
さ
れ
た
方
は
、
福

　

島
県
計
量
検
定
所
ま
で
お
知
ら

　

せ
く
だ
さ
い
。

問
福
島
県
計
量
検
定
所

　

検
定
・
検
査
課

☎
０
２
４

５
２
１

７
６
５
７

問
企
画
商
工
課

☎
７
２

６
９
３
９

 

東
北
安
全
衛
生
技
術
セ
ン
タ
ー

 

平
成
25
年
度
出
張

 

特
別
試
験
の
ご
案
内

　

労
働
安
全
衛
生
法
に
基
づ
く
各

種
免
許
試
験
の
う
ち
、
福
島
地
区

で
の
学
科
試
験
を
次
の
と
お
り
実

施
し
ま
す
。

■
試
験
日

　

11
月
24
日
㊐

■
試
験
の
種
類

　

一
級
ボ
イ
ラ
ー
技
士
、
二
級

ボ
イ
ラ
ー
技
士
、
ク
レ
ー
ン
・

デ
リ
ッ
ク
運
転
士（
ク
レ
ー
ン
限

定
）、
移
動
式
ク
レ
ー
ン
運
転
士
、

第
一
種
衛
生
管
理
者
、
第
二
種
衛

生
管
理
者

■
試
験
会
場

　

日
本
大
学
工
学
部

■
窓
口
受
付
期
間

　
９
月
24
日
㊋
か
ら
９
月
27
日
㊎
ま
で

■
郵
送
受
付
期
間

　

９
月
24
日
㊋
か
ら
10
月
４
日
㊎
ま
で

※
受
験
資
格
・
免
除
科
目
な
ど
は

　
「
免
許
試
験
受
験
申
請
書
」を
ご

　

覧
く
だ
さ
い
。

※
受
験
申
請
書
の
受
付
期
間
な
ど
に

　

つ
い
て
は
、
セ
ン
タ
ー
で
試
験
を

　

実
施
す
る
場
合
と
異
な
り
ま
す
。

※
詳
し
く
は
各
地
区
で
作
成
し
て

　

い
る「
出
張
特
別
試
験
案
内
」

【
郡
山
市
会
場
】

■
日
時

　

９
月
30
日
㊊

　

午
後
２
時
30
分
か
ら

■
会
場

　

ビ
ッ
グ
パ
レ
ッ
ト
ふ
く
し
ま

【
い
わ
き
市
会
場
】

■
日
時

　

10
月
１
日
㊋

　

午
後
２
時
30
分
か
ら

■
会
場

　

い
わ
き
産
業
創
造
館

問
住
ま
い
の
復
興
給
付
金
事
務
局

　

コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー

　
（
受
付
時
間
：
午
前
９
時
か
ら

　

午
後
５
時
ま
で
）

☎
０
５
７
０

２
０
０

２
４
６

 

は
か
り
の
定
期
検
査

 

を
行
い
ま
す

　

商
店
・
工
場
な
ど
の
事
業
所
お

よ
び
官
公
庁
で
取
引
や
証
明
行
為

に
使
用
す
る
「
は
か
り
」
は
、
２

年
に
１
回
の
定
期
検
査
を
受
け
る

こ
と
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

定
期
検
査
は
、
集
合
検
査
ま
た

は
所
在
場
所
検
査
に
よ
り
実
施
さ

れ
ま
す
。

　町では、首都圏をはじめとする都市住民の田舎暮
らし志向が高まっている中「NPO法人ふるさと回帰
支援センター」や「小野町ふるさと暮らし支援セン
ター」などとの連携により、町への定住や二地域居住
を積極的に推進しています。
　しかし、当町に移住を検討されている方へ提供す

空き家情報の提供にご協力お願いします
る不動産情報が大変不足しているため、町では賃貸
または売却可能な物件の情報を収集しています。
　皆さんが所有されている空き家について、移住を
検討されている方への情報提供が可能な方は、企画
商工課までご連絡ください。

問企画商工課　☎72-6939
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を
ご
覧
く
だ
さ
い
。「
出
張
特
別
試

験
案
内
」は
東
北
安
全
衛
生
技
術
セ

ン
タ
ー
ま
た
は
最
寄
り
の
労
働
基

準
協
会
で
受
け
取
る
か
、
安
全
技

術
試
験
協
会
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
で
ダ

ウ
ン
ロ
ー
ド
し
て
く
だ
さ
い
。

http://w
w
w
.exam

.or.jp/

問
東
北
安
全
衛
生
技
術
セ
ン
タ
ー

☎
０
２
２
３

２
３

３
１
８
１

 

Ｋ
Ｆ
Ｂ
福
島
放
送
新
番
組

 「
な
す
び
の
ギ
モ
ン
」

 

ス
タ
ー
ト

　

Ｋ
Ｆ
Ｂ
福
島
放
送
で
、
８
月
10

日
午
後
５
時
55
分
か
ら
新
番
組

「
な
す
び
の
ギ
モ
ン
」が
ス
タ
ー
ト

し
ま
し
た
。

　

放
射
線
や
除
染
な
ど
、
福
島
で

ム
で
放
送
し
て
い
る「
に
っ
ぽ
ん

縦
断
こ
こ
ろ
旅（
２
０
１
３
春
の

旅
）」で
す
が
、
秋
の
旅
は
９
月
23

日
北
海
道
を
ス
タ
ー
ト
し
冬
の
愛

知
県
を
目
指
し
ま
す
。

　

番
組
で
は
皆
さ
ん
か
ら
の
お
手

紙
で
旅
の
ル
ー
ト
を
決
定
す
る
た

め
、
町
内
の「
忘
れ
ら
れ
な
い
場

所
・
風
景
」に
ま
つ
わ
る
手
紙
を

募
集
し
て
い
ま
す
。
手
紙
が
採
用

さ
れ
れ
ば
火
野
正
平
さ
ん
が
小
野

町
を
訪
れ
ま
す
。

■
福
島
県
の
放
送
予
定
日

　

11
月
11
日
㊊
・
11
月
17
日
㊐

■
応
募
締
切

　

10
月
21
日
㊊
必
着

■
応
募
内
容

　

住
所
、氏
名
、電
話
番
号
、性
別
、 

年
齢
、
思
い
出
の
場
所
、
風
景
に

ま
つ
わ
る
エ
ピ
ソ
ー
ド

■
応
募
方
法

　

Ｆ
Ａ
Ｘ
、
郵
送
ま
た
は
番
組

ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
の
応
募
フ
ォ
ー
ム

か
ら
応
募
願
い
ま
す
。

Ｆ
Ａ
Ｘ
０
３

４
６
５

１
３
２
７

郵
送
〒
１
５
０

８
０
０
１

　

Ｎ
Ｈ
Ｋ「
こ
こ
ろ
旅
」係

番
組
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

w
w
w
.nhk.or.jp/kokorotabi/

問
Ｎ
Ｈ
Ｋ
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

☎
０
５
７
０

０
６
６

０
６
６

 『
法
の
日
』

 

司
法
書
士
無
料
法
律

 

相
談
会

　
「
法
の
日
」と
は
、
法
の
役
割
や

重
要
性
に
つ
い
て
考
え
る
き
っ
か

け
に
す
る
た
め
制
定
さ
れ
た
日

で
、
10
月
１
日
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
「
法
の
日
週
間
」と
し
て
、
次
の

会
場
で
無
料
相
談
会
を
実
施
し
ま

す
。
不
動
産
の
登
記
や
債
務
整
理

な
ど
の
生
活
に
身
近
な
悩
み
に
答

え
る
ほ
か
、
東
日
本
大
震
災
に
よ

る
被
災
・
被
害
者
の
皆
さ
ん
の
悩

み
に
も
答
え
て
い
き
ま
す
の
で
、

ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ
い（
予
約
不

要
）。

■
日
時

　

10
月
12
日
㊏

　

午
後
１
時
か
ら
午
後
４
時
ま
で

■
会
場

　

田
村
市
船
引
公
民
館

問
福
島
県
司
法
書
士
会

☎
０
２
４

５
３
３

５
５
３
９

暮
ら
し
て
い
く
た
め
の
ギ
モ
ン
を

タ
レ
ン
ト
の
な
す
び
さ
ん
が
、
分
か

り
や
す
く
毎
週
レ
ポ
ー
ト
し
ま
す
。

問
除
染
情
報
プ
ラ
ザ　

☎
０
２
４

５
２
９

５
６
６
８

 

お
手
紙
募
集

 

に
っ
ぽ
ん
縦
断

　
　
　
　

 

こ
こ
ろ
旅

　

現
在
Ｎ
Ｈ
Ｋ-

Ｂ
Ｓ
プ
レ
ミ
ア

文化と産業の祭典
2013
小町ふれあいフェスタ
出 展 者 募 集

　文化と産業の祭典「2013
小町ふれあいフェスタ」を
11 月９日㊏・10 日㊐、小
野運動公園で開催します。
　町内にお住まいの方であ
れば、個人・団体を問わず
出展できます。ご希望の方
は、実行委員会事務局（企
画商工課内）へお申し込み
ください。
　なお出展する際、寄付を
目的とする場合を除き参加
負担金がかかります。
■参加負担金
　2,000 円

問小町ふれあいフェスタ
　実行委員会事務局
　（企画商工課内）
　☎７２-６９３９

おわびと訂正

　広報おのまち８月号６ページ
の「小野町敬老会のお知らせ」の
記事中、賀寿表彰内に戦没者遺
族会（小野町善没者遺族会賀寿）
となっていましたが正しくは小
野町戦没者遺族会賀寿です。お
わびして訂正します。

19 ONOMACHI　Sep_2013



国民年金
コーナー

　

国
民
年
金
制
度
は
、
20
歳
か
ら

60
歳
に
到
達
す
る
ま
で
の
40
年
の

間
に
、
国
民
年
金
保
険
料
を
納
め

て
い
た
だ
く
こ
と
で
満
額
の
老
齢

基
礎
年
金
を
受
給
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

　

し
か
し
保
険
料
を
納
め
て
い
な

い
期
間
が
あ
る
場
合
や
資
格
取
得

な
ど
の
届
け
出
の
忘
れ
に
よ
り
国

民
年
金
の
資
格
期
間
が
な
い
場
合

に
は
、
将
来
受
け
取
れ
る
年
金

額
が
少
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た

り
、
年
金
そ
の
も
の
が
受
給
で
き

な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
り
す
る
こ

と
が
あ
り
ま
す﹇
保
険
料
納
付
や

免
除
な
ど
の
期
間
の
合
計
が
25
年

（
３
０
０
月
）未
満
の
場
合
﹈。

　

こ
の
よ
う
な
事
態
を
避
け
る
た

め
に
法
律
が
改
正
さ
れ
、
平
成
24

年
10
月
１
日
か
ら
平
成
27
年
９
月

30
日
ま
で
の
３
年
間
に
限
り
、
国

民
年
金
保
険
料
を
納
め
る
こ
と
が

で
き
る
期
間
が
過
去
２
年
か
ら
10

年
に
延
長
と
な
る「
後
納
制
度
」が

利
用
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
「
後
納
制
度
」で
は
、
平
成
14
年

10
月
分
以
降
の
納
め
ら
れ
な
か
っ

た
保
険
料
を
納
め
る
こ
と
が
で
き

る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

※
す
で
に
老
齢
基
礎
年
金
の
受
給

　

権
を
お
持
ち
の
方
は
、
納
め
る

　

こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
ご

　

注
意
く
だ
さ
い
。

　

な
お
後
納
保
険
料
を
納
付
す
る

た
め
に
は
事
前
に
申
請
を
し
て
審

査
を
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な

り
ま
す
。

※
審
査
の
結
果
に
よ
っ
て
、
後
納

　

制
度
で
の
納
付
を
ご
利
用
い
た

　

だ
け
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

問
郡
山
年
金
事
務
所

☎
０
２
４

９
３
２

３
４
３
４

問
町
民
生
活
課

☎
７
２

６
９
３
３

後納制度について

バーコード認識機能で、
携帯電話から「福島県
総合医療情報システム」
をご覧いただけます。

休日当番医と院外薬局

＊電話確認の上、受診してください。
　詳しくは「福島県総合医療情報システム」の「休日当番医」をご覧ください。

毎日、19:00 ～翌 8:00　☎ 024-521-3790
詳しくは「子どもの救急について」をご覧ください。

こども救急電話相談

月日 当番医 所在地 電話番号
（病院） 薬　局 所在地 電話番号

（薬局）

9/15㊐　 総合南東北病院附属大越診療所 田村市（大越町） 79-2121 ― ― ―

　16㊊㊗ のざわ内科クリニック 三春町 61-1500 ルビー調剤薬局 三春町 62-4848

22㊐　 まつえ整形外科 田村市（船引町） 81-1222 げんじろう調剤船引店 田村市（船引町） 81-1555

23㊊㊗ 島貫整形外科 小野町 72-2722 ― ― ―

29㊐　 まつざき内科胃腸科クリニック 田村市（常葉町） 77-2870 千寿堂薬局 田村市（常葉町） 77-3831

10/6㊐　 石川医院 三春町 62-2630 ― ― ―

13㊐　 さとう耳鼻咽喉科クリニック 田村市（船引町） 81-1333 げんじろう調剤船引店 田村市（船引町） 81-1555

14㊊㊗ 石塚医院 小野町 72-2161 ヤナイ調剤薬局 小野町 72-5912

20㊐　 白岩医院 田村市（常葉町） 77-2036 ― ― ―

27㊐　 春山医院 三春町 62-3239 浜田薬局 三春町 62-2202

福島県総合医療情報システム 検索索

福島県　こども救急 検索索
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農業委員会からのお知らせ

　適正に農地に関する手続きを行ってください
　農地法は、農業生産の基盤である農地が、限られた資源であり、地域においても貴重な資源であるため、
耕作者自らによる農地の所有が果たしてきている重要な役割も踏まえ、農地を農地以外のものにすること
を規制するとともに、農地を効率的に利用する耕作者による地域との調和に配慮した農地についての権利
の取得を促進するほか、農地の利用関係を調整、農地の農業上の利用を確保するための措置を講ずること
によって、農業生産の増大を図り、国民に対する食料の安定供給の確保に資することを目的としています。
　この農地法の定めにより、農地には、さまざまな制約があります。

　農地を、耕作目的で「所有権移転（売買・贈与・交換）および賃借権設定」する場合に必要な手続きです。
　※相続（所有者死亡）による所有権移転は、農地法第３条第３項の届け出が必要ですが、農業委員会の許
　　可は不要です。

　正規な手続きのない農地の貸し借りは、農地法上無効
であり、トラブルの原因となります。また補助金など各
種制度に重大な影響がありますので、農業委員会を通じ、
適正な手続きをお願いします。

　地域の担い手や規模拡大希望者への権利を設定し、農地の賃借契約をすることです。利用権設定による
賃借を行った場合には、契約期間が満了すると自動的に契約解除となります。

　農地の相続税・贈与税の納税猶予について、平成２１年の農地法改正により扱いが厳格になっています。
農地の納税猶予を受けている方の農地が、耕作放棄地となっている場合、納税猶予が打ち切りとなる場合
がありますので、ご注意ください。

○農地法第３条関係（所有権移転など）

○農地法第４条・第５条（農地を農地以外のものにする転用）

　第４条：農地を、所有者自らが転用する場合
　第５条：転用を目的とした売買・賃借の場合
　いずれも許可の手続きが必要です。

農地の貸し借りは農業委員会にご相談を！

利用権設定とは？

※農業委員会への申請書の受付期間は毎月15日から30日（30日が閉庁日の場合は翌開庁日まで）となり
　ます。
※農業振興地域の除外申出の受付期間は、原則として４月・10月の１カ月間（土日祝日を除く）です。
　なお農振除外の手続きには概ね６カ月以上の期間が必要となります。

詳しいお問い合わせは、農林振興課および農業委員会事務局まで。　☎７２-６９３５

耕作放棄は納税猶予の打ち切り対象です!!
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Information
ふるさと文化の館情報

ふるさと文化の館  ☎72-2120

小野町に恐竜がやってくる！

国立科学博物館コラボミュージアム開幕

●美術館●

　コラボミュージアムの会場準備のため、郷土史
料館およびホールが、９月 25 日㊌から 10 月４
日㊎まで臨時休館となります。また、郷土史料館
はコラボミュージアム開催中も休館となります。
　ご迷惑をおかけしますが、ご理解のほどよろし
くお願いします。

臨時休館のお知らせ

　「震災復興・国立科学博物館コラボミュージアムｉｎおのまち　恐竜がやっ
てきた！そうだ！アロサウルスに会いに行こう！」が、10月５日に開幕します。
　コラボミュージアムは国立科学博物館が被災地支援事業として実施している
企画で、福島県内の７会場を巡回しています。
　小野町のコラボミュージアムでは、全長７メートルの「アロサウルス」をメイ
ンに４体の恐竜の全身骨格標本を展示します。ほかにも、アンモナイトや三葉
虫・植物などの化石標本、福島県ゆかりの「フタバスズキリュウ」発見時の状況
を再現したレリーフ（複製）や、手で触れる化石などたくさんの資料をご紹介し
ます。
　また、期間中には国立科学博物館職員によるギャラリートークやお子さんか
ら大人まで参加できる体験講座を開催します。
　この機会にぜひ、「恐竜の世界」をお楽しみください。

●ギャラリートーク
　「アロサウルスってどんな恐竜？」
日時：10月５日㊏　午後１時30分から
講師：国立科学博物館研究主幹　真鍋真氏
　　　展示資料の解説やアロサウルスなど恐竜
　　　についていろいろな話が聞ける講座です。
　　　参加を希望される方は当日、時間までに
　　　美術館にお越しください。

●ペーパークラフトで恐竜をつくろう！
日時：10月13日㊐、27日㊐
　　　午後１時30分から午後４時まで
　　　時間内参加自由
　　　ペーパークラフトで恐竜を作ります。
　　　２日間それぞれ違う恐竜を作ります。

●アンモナイト・恐竜の爪をつくろう！
日時：10月20日㊐
　　　午後１時30分から午後４時まで
　　　時間内参加自由
　　　（キットがなくなり次第終了します。）
　　　シリコンを型に押し込んでアンモナイト
　　　と恐竜の爪が作れる講座です。

●恐竜を描こう！
日時：期間中毎日
　　　自分の好きな恐竜を描いたり、ぬり絵ができ
　　　るコーナーです。

●ナイトミュージアム
日時：毎週金曜日
　　　 会期中の金曜日は、開館時間を午後８時まで延
　　　 長します。夜の美術館をお楽しみください。

コ
ラ
ボ
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム　

関
連
企
画
の
ご
案
内

■会 期：10月５日㊏～11月４日㊊
　（10月５日㊏は午後１時から開館となります）
■開館時間：
　午前９時～午後５時（入館は午後４時30分まで）
　毎週金曜日は午後８時まで開館（入館は午後７時30分まで）
■休 館 日：毎週月曜日
　（10月14日㊊は開館し、10月15日㊋が休館になります）
■入 場 料：無料

（アロサウルス）
国立科学博物館蔵
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　町民の皆さんの作品を展示する「小野町美術展」を、今年も11月・12月に開催します。高校生以上であれば、
どなたでも参加できます。皆さんからの出品をお待ちしています。

■出品方法
１　出品票を文化の館に提出する。
２　作品を締め切り日までに文化の館に搬入する。
■注意事項
１　出品票には、①出品部門②氏名③作品名④住所⑤電話番号（書道は作品の原文も）を記入してください。
　　出品票の様式は任意ですが、文化の館でも準備していますので、お問い合わせください。
　　なお出品作品にも同じものを添付してください。
２　習作・模写などはその旨を作品名の後ろにご記入ください。
３　額装とは、アクリルやガラス板などで作品を保護した状態のことです（書道・絵画などを除く）。

平成 25 年度小野町美術展出品案内

小野町美術展

●美術館●

出品部門 絵画

氏       名 ○○　○○

作  品  名 秋の風景（模写）

住       所 小野町大字○○字○○

電       話 ７２－○○○○

氏名 ○○　○○
住所 小野町大字○○字○○
電話 ７２－○○○○

原文・釈文・出典などを楷
かいしょ

書で
お書きください 作品名

李
白
詩
「
○
○
○
○
」

○
○
○
○
○　

○
○
○
○
○

○
○
○
○
○　

○
○
○
○
○

○
○
○
○
○　

○
○
○
○
○

○
○
○
○
○　

○
○
○
○
○

出品票記入例出品票記入例（書道）

問ふるさと文化の館  ☎72-2120

前 期 部 門 後 期 部 門

会　期 11月16日㊏から11月24日㊐まで 11月30日㊏から12月8日㊐まで

出
展
規
定

書 道　（てん刻・刻字を含む）
　　　　　　一人２点まで
き り 絵　一人２点まで
彫 型 画　一人２点まで
七 宝 焼 き　一人小物５点・額２点まで
陶 芸　一人３点まで
ち ぎ り 絵　一人２点まで　大きさ：６号以上

☆一人２種まで出品可
　例）書道２点ときり絵２点

絵 画　（油彩・水彩・墨絵など）
　　　　　　一人２点まで　大きさ：６号以上
押 し 花　一人２点まで　大きさ：49額以上
タペストリー　一人２点まで　大きさ：50cm四方以上
彫 刻　一人２点まで
写 真　一人２点まで　大きさ：四つ切以上
シャドウボックス　一人２点まで　大きさ：28×35額以上

☆一人２種まで出品可
　例）押し花２点とタペストリー２点

　※オリジナル作品にすること（キットで作った作品は不可、模写・習作などはその旨を明記すること）
　※壁面展示作品は、額装・ひも付きにすること

出品票
締め切り 11月６日㊌ 11月19日㊋

作品搬入
締め切り 11月10日㊐ 11月24日㊐
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　一茶は1763年（宝暦13年）現在の長野県信濃町に
生まれました。幼名は弥太郎。３歳のときに実母と死
別し、８歳で継母がやってきます。弥太郎はこの継母
と折り合いが悪く、15歳になると家を飛び出し、江
戸へ向かいます。
　この物語は一茶が41歳。すでに俳句の大宗匠とし
て名をはせた頃から始まります。
　一茶は常に世俗と一体でした。長期にわたる継母・
義弟との遺産相続争いがそれを物語っています。そん
な「人間・一茶」を大阪出身の女流作家・田辺聖子が余
すところなく描いています。新しい一茶の人間像に出
会ってください。
（第27回吉川英治文学賞受賞作）

『ひねくれ一茶』　

田辺　聖子／著
講談社／刊

『おじいさんの旅』

アレン・セイ／作
ほるぷ出版／刊

　ぼくのおじいさんが若かったころ世
界をみたいとアメリカへ旅に出ます。
彼はたくさんの土地を巡り、やがて結
婚しカリフォルニアに住みますが歳を
とり故郷が恋しくなり日本へと帰りま
す。そして年月がすぎ、ぼくが生まれ、
大きくなったぼくはカリフォルニアに
渡ります。
　アメリカ移民の祖父の話を美しい絵
で描いた郷愁あふれる絵本です。小学
生から大人まで。

◎ 児童書
◎　一般書

　「夏休みおもしろ科学実験室」が８月７日に行わ
れました。小学生20人が参加し「スライムづくり」
「シャーベットづくり」を行いました。
　ひんやり冷たい工作を子どもたちは楽しんでいま
した。

夏休みおもしろ科学実験室を行いました

●図書館●

スライムづくり

今月のおすすめの本

シャーベットづくり
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公立小野町地方綜合病院からのお知らせ

「こまちダムまつり2013」に参加しました

　当病院では、病院サービス向上の一環
として、地域活動委員会を設置し、職員
自ら企画し活動しています。このたび地
域活動委員会では、７月27日に開催され
た「こまちダムまつり」に参加しました。
　会場では、来場された地域の皆さんの
健康管理に役立ててもらうため、血圧測
定や健康相談などを行いました。当日は
多くの皆さんに足を運んでいただき、普
段の病院内の業務とは違った活動を皆さ
んに知っていただく機会となりました。
　今後もこのような活動を通し、地域に

根ざした医療機関として、少しでも地域
の皆さんの健康維持に貢献できるよう努
力していきます。

健康相談の様子

ふ
る
さ
と
小
野
町
会

ふ
れ
あ
い
通
信
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Ono High School News
平成２５年９月

No. ４

君の夢をカタチに！！
福島県立小野高等学校

福島県田村郡小野町大字小野新町字宿ノ後６３
ＴＥＬ　７２－３１７１
ＦＡＸ　７２－６２１１

http://www.ono-h.fks.ed.jp

小野高通信

　まだ自分の将来像がはっきり
しない人は、いろんな教科から
授業を選べ、自分に合った進路
選択が可能です。総合学科は、
とてもよかったです。静かな環
境で、少人数の授業もあり集中
して取り組めます。優しい先輩
が多くいて、部活も楽しく活動
しています。

上/福祉体験
右/農業体験

　７月26日本校において、体験入学が行われました。
県中地区の中学生を中心として約120人の参加があり
ました。
　当日の内容は、授業体験や部活動見学および体験な
どでした。授業体験では、社会・英語・数学・理科・
農業・商業・福祉の７つの授業の中から、前後半２つ
の授業を体験しました。参加された中学生の感想とし
ては「いろいろなことがわかった」「総合学科について
詳しく知ることができた」など、好印象であったこと
がうかがえました。また部活動の見学や体験にも積極
的に参加し、充実した一日を過ごすことができたよう
でした。

中学生体験入学実施

社会体験 在校生から/松浦真純さん

球技大会開催
　本校で球技大会が、７月17日・18日の２日間行われました。競技は男子サッカー
にソフトボール、男女分かれてのバスケットボールとバレーボールの６種目で、学
年別、クラス対抗の総力戦に生徒たちは闘志を燃やし、熱闘を繰り広げました。そ
んな中、各学年で総合優勝を果たしたのは、１年２組、２年２組、３年４組です。
　表彰式では、多くの歓声を巻き起こした選手の全力プレーと、それを支えたクラ
スメイトたちの熱い応援に、惜しみない拍手が送られました。

選手宣誓

バスケットボール（女子）ソフトボール

バレーボール（男子）
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町の人口・世帯数
（平成 25 年 8 月１日現在）

お誕生おめでとう

　氏　名　　 　 　 父 ・ 母 　行政区
壁谷澤龍人　（りゅうと）　寿 典・律 子　本 町
車田　大和　（やまと）　安 史・聖 夏　本 町
末永　翔流　（かいり）　 誠 ・朋 美　平 舘
宍戸　彩花　（あやか）　 毅 ・真奈美　平 舘
鈴木　隆介　（りゅうすけ）　和 也・香代子　皮籠石
草野　  悠  　（ゆう）　佳 祐・聡 美　皮籠石

（７月届出分）

おくやみ申し上げます

　氏　　　名　　　　　年齢　　　　行政区
佐　藤　勇　治　　　　８０　　　　本 町
先　﨑　智　子　　　　７８　　　　反 町
会　田　清　子　　　　７１　　　　中 通
中　茎　ハナ子　　　　９３　　　　平 舘
藤　井　キミノ　　　　９２　　　　浮 金
吉　田　一　重　　　　８６　　　　上羽出庭

（７月届出分）

※この欄は、届出の際に同意を得た方を記載し
ています。

男性　　  5,115人（　２）

女性　　  5,439人（△13）

合計　　 10,554人（△11）

世帯数　3,475世帯（△５）

（　）内は前月比
福島県現住人口調査結果から

行事カレンダー
Calendar

小野小町ふるさと応援寄附金

月日 行　　　事 時　間 場　　所

9/16 ㊊
敬老の日

第52回敬老会 10:00～ 多目的研修集会施設

17 ㊋ あそびの広場 9:30~11:30 子育て支援センター

18 ㊌

3ヵ月児健診・ＢＣＧ接種 受付13:00~13:30 母子健康センター

小学生陸上記録会 多目的グラウンド

窓口業務延長日 8:30~19:15 役場

19 ㊍ こころの相談室 13:00~15:00 母子健康センター

20 ㊎ ヘルスアップ運動教室 13:30~15:30 多目的研修集会施設

21 ㊏
秋の全国交通安全運動（～30日まで）

あそびの広場 9:30~11:30 島貫整形外科

22 ㊐

23 ㊊
秋分の日

9ヵ月児健診 受付14:00~15:00 母子健康センター

24 ㊋ あそびの広場 9:30~11:30 子育て支援センター

25 ㊌ 窓口業務延長日 8:30~19:15 役場

26 ㊍

27 ㊎ ふるさと文化の館図書館館内整理日（休館）

28 ㊏

29 ㊐

30 ㊊ プールクローズ 海洋センタープール

10/1 ㊋
交通事故ゼロ・歩行者優先の日

あそびの広場 9:30~11:30 子育て支援センター

2 ㊌ 窓口業務延長日 8:30~19:15 役場

3 ㊍ こころの相談室 13:00~15:30 母子健康センター

4 ㊎
ヘルスアップ運動教室

健康相談

13:30~15:30
9:00~15:00

多目的研修集会施設

母子健康センター

5 ㊏
あそびの広場

国立科学博物館コラボミュージアム

（11月４日まで）

9:30~11:30

9:00~17:00

子育て支援センター

ふるさと文化の館

6 ㊐
こまち湖健康ウォーク・

マラソン大会
受付8:30~9:00 こまち湖

7 ㊊

8 ㊋
離乳食教室

あそびの広場

受付10:00~10:15
9:30~11:30

母子健康センター

子育て支援センター

9 ㊌ 窓口業務延長日 8:30~19:15 役場

10 ㊍ 人権相談 10:00~15:00 母子健康センター

11 ㊎

12 ㊏
ちびっこおはなし会

あそびの広場

11:00~11:30
  9:30~11:30

ふるさと文化の館

子育て支援センター

13 ㊐

14 ㊊
体育の日

献血 12:00~17:00 おのタウンコムコム

15 ㊋
シルバー交通安全の日

あそびの広場 9:30~11:30 子育て支援センター

　「小野小町ふるさと応援寄附金」へご協力
をいただき、小野町を応援していただいて
います。
　寄附金を納入いただき、広報紙への掲載
承諾があった方は次のとおりです。

　　國分　紀光（東京都府中市）



4 5

2 3

1/ カヌー体験　　　　2/ 巡視艇体験
3/ こまちダム踊り　　4/ 土器づくり体験
5/ スタンプラリー　　6/ 小町夢太鼓の演奏
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あ　

と　

が　

き

　

ス
ポ
ー
ツ
の
秋
、
読
書

の
秋
、
食
欲
の
秋
、
芸
術

の
秋
な
ど
、
○
○
の
秋
と

い
う
言
葉
は
多
く
あ
り
ま

す
。

　

そ
れ
ぞ
れ
由
来
は
別
の

よ
う
で
す
が
、
夏
の
暑
さ

も
一
段
落
し
て
空
気
も
澄

み
、
何
か
を
は
じ
め
る
や

る
気
が
わ
い
て
く
る
か
ら

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

私
は
芸
術
の
秋
と
い
え

る
ほ
ど
で
は
な
い
で
す
が
、

写
真
の
撮
影
を
楽
し
ん
で

い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
の
季

節
に
向
け
て
き
れ
い
な
紅

葉
を
撮
り
に
出
掛
け
た
い

で
す
。

　

皆
さ
ん
も
何
か「
○
○
の

秋
」を
見
つ
け
て
楽
し
ん
で

み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う

か
。(

ひ
）

森
と
湖
に
親
し
む
旬
間
「
こ
ま
ち
ダ
ム
ま
つ
り
２
０
１
３
」

こ
ま
ち
ダ
ム
ま
つ
り
開
催

る
ヤ
マ
メ
の
塩
焼
き
、
焼
き
そ

ば
、
焼
き
と
り
の
販
売
な
ど
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
ま
ち
湖
で
は
、
ダ
ム
巡
視

艇「
こ
ま
ち
号
」に
よ
る
巡
視
体

験
や
小
野
海
洋
ク
ラ
ブ
に
よ
る

カ
ヌ
ー
、
ヨ
ッ
ト
の
実
演
体
験

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
ほ
か
、
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ

ン
と
し
て
、
小
町
夢
太
鼓
に
よ

る
和
太
鼓
の
演
奏
、
町
内
の
舞

踊
団
体
の
皆
さ
ん
に
よ
る「
こ

ま
ち
ダ
ム
踊
り
」な
ど
が
披
露

さ
れ
、
会
場
を
盛
り
上
げ
ま
し

た
。

　

当
日
は
、
あ
い
に
く
の
雨
模

様
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
親
子
連

れ
や
夏
休
み
中
の
子
ど
も
た
ち

な
ど
町
内
外
か
ら
約
２
５
０
名

の
方
々
が
訪
れ
、
こ
ま
ち
ダ
ム

で
の
イ
ベ
ン
ト
を
楽
し
み
ま
し

た
。

　
「
こ
ま
ち
ダ
ム
ま
つ
り

２
０
１
３
」が
７
月
27
日
、
こ

ま
ち
ダ
ム
に
お
い
て
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　

町
や
県
、
菖
蒲
谷
・
雁
股
田

行
政
区
、
夏
井
川
漁
業
協
同
組

合
小
野
滝
根
支
部
、
小
野
町
建

業
会
な
ど
で
組
織
さ
れ
た
、
こ

ま
ち
ダ
ム
ま
つ
り
実
行
委
員
会

の
主
催
で
、森
と
湖
に
親
し
み
、

森
林
や
ダ
ム
の
重
要
性
に
つ
い

て
理
解
を
深
め
て
も
ら
お
う
と

実
施
し
た
も
の
で
す
。

　

会
場
で
は
、
普
段
見
る
こ
と

の
で
き
な
い
ダ
ム
管
理
棟
内
や

ダ
ム
本
体
の
中
に
あ
る
監
査

廊
、
こ
ま
ち
浄
水
場
施
設
の
見

学
や
土
器
づ
く
り
体
験
、
ダ
ム

建
設
時
の
発
掘
調
査
に
お
け
る

遺
跡
写
真
の
展
示
、
公
立
小
野

町
地
方
綜
合
病
院
看
護
師
に
よ

る
血
圧
測
定
や
健
康
相
談
、
ま

た
地
元
行
政
区
や
関
係
者
に
よ

こ
ま
ち
ダ
ム
で
各
種
イ
ベ
ン
ト
実
施

編
集
と
発
行
／
小
野
町
役
場
企
画
商
工
課
　
福
島
県
田
村
郡
小
野
町
大
字
小
野
新
町
字
舘
廻
92

　
　
　
　
　
　
☎
0247 -72 -2111㈹

　
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
http://w

w
w
.tow
n.ono.fukushim

a.jp
※
記
事
に
つ
い
て
は
、
常
用
漢
字
・
人
名
用
漢
字
で
記
載
し
て
い
ま
す
。
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